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平
成
五
年
第
四
国
定
例
会
が
、
十
一
月
二

十
九
日
か
ら
十
二
月
十
五
日
ま
で
の
十
七
日

間
の
場

面

か

れ

tた
。

こ
の
定
例
会
で
は
、
斗
一
般
会
計
補
正
予
算

お
よ
び
条
例
改
正
な
ど
十
四
件
の
市
長
提
出

議
案
を
審
議
し
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可

。
ぽ
・
同
意
し
た
ほ
か
、
意
見
書
十
三
件
、
誘

願
四
件
、
陳
情
四
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

ま
た
、
各
会
派
の
代
表
質
問
が
七
人
の
諮

員
に
よ
り
、
一
般
質
問
が
八
人
の
議
員

ι£

勺
行
わ
れ
ま
し
た
。

【 可決した主な議案J a 

J 
， 

... 中
小
企
業
向
け
ー
の
資
金
融
資
枠
E
拡
大

《
予

算

関

係

》

一
般
会
計
級
正
予
ロ

国
の
緊
急
経
済
対
策
の

一
煩
と
し

て
、
国
陵
情
情
助
金
追
加
内
定
に
伴
う

街
路
整
備
費
や
特
定
俊
民
賃
貸
住
宅

事
業
費
の
ほ
か
、
中
小
企
業
に
対
す

る
資
金
融
資
枠
の
鉱
大
を
図
る
た
め

の
中
小
企
業
資
金
融
資
預
託
金
な

ど
、
合
わ
せ
て
三
十
三
億
三
千
九
百

四
十
五
万
円
の
追
加
を
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
一
般
会
計
の
予
線
総

額
は
、
一
-
一
千
十
六
億
一
千
四
百
八
十

八
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

同開
成
会
員

持
別
会
計
締
正
予
算
(会
第
会
計
を
怠
む
)

農
業
集
沼
排
水
事
業
特
別
会
計

に
、
平
川
地
区
お
よ
び
本
郷
地
区
の

処
理
潟
建
設
費
や
管
渠
登
儀
費
な
ど

を
、
都
市
計
画
土
地
区
画
整
理
事
業

特
別
会
計
に
、
建
物
館
守
の
移
転
補
償

資
な
ど
を
、
下
水
道
事
業
会
計
に
、

郵
川
添
織
の
浸
水
対
策
と
し
て
の
排

水
飽
設
整
備
費
や
管
渠
整
備
費
、
ポ

ン
プ
揚
建
設
費
な
ど
、
玉
事
業
会
計

合
わ
せ
て
十
六
億
八
千
三
百
五
万
円

を
追
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
特
別
会
計
{十
八
会

計
〕
の
予
算
総
額
は
、

一
千
八
百
四

十
四
億
一
千
三
百
七
十
七
万
円
に
な

り
ま
し
た
。

質
成
会
員

《
粂

例

関

係

》

平一夜
市
吏
員
退
時
年
金
等
に
関
す
る

粂
例
の

一
部
改
正

恩
給
法
な
ど
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
こ
れ
に
準
じ
て
退
隠
年
金
な
ど

の
領
を
変
更
す
る
た
め
、
条
例
の
一

部
を
改
正
し
ま
す
。

質
成
全
員

千
京
市
総
長
の
給
与
に
関
す
る
条
例

等
の
一
部
改
正

人
事
委
員
会
の
勧
畠
R
L基
づ
き
給

与
の
改
定
な
ど
を
行
い
ま
す
。箆

成
金
自
民

《
諦
決
事
件
の
一
部
変
更
》

二
級
河
川
霞
川
都
市
小
河
川
改
修
工

窓
に
係
る
工
窓
委
託
契
約

工
務
費
用
に
減
額
が
生
じ
た
た

め
、
委
託
金
額
を
変
更
し
ま
す
。

質
成
金
員

〈市
道
路
線
の
認
定
お
よ
び
廃
止
V

十
路
線
を
認
定
し
、
七
路
線
を
廃

止
し
去
す
。

質
成
金
員

《
人

事

案

件

》

人
縫
四
協
議
委
員
に
‘
四
名
を
推
せ

ん
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

質
成
多
獄

，.. 
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委員会審査がら
各
祭
員
会
が
十
二
月
三
自
に
開
か

れ
、
付
託
さ
れ
た
七
績
案
に
つ
い
て
奮

窓
し
ま
し
た
・

そ
の
ほ
か
、
議
頗
四
件
、
陳
情
四
件

を
富
田
富
し
た
鑓
果
、
採
択
送
付
-
件
、

不
録
択
四
件、

総
統
審
釜
三
件
と
な
り

ま
し
た
・

総
務
餐
員
会

(所
管
H
総
務
局
、
企
画
調
竪
局
、
財
政

局
な
ど
)

一
般
会
計
舗
正
予
算
措
閥
系
と
吏
員
退

関
年
金
等
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改

正
鼠
案
の
二
件
付
を
審
査
し
ま
し
た
。

民
生
教
育
蚕
員
会

{所
管
制
市
民
生
活
局
、
教
湾
祭
由
民
会
}

隠
照
二
件
、

陳
情
三
件
を
審
査
し
ま

し
た
.

V
乳
幼
児
医
綴
震
の
無
料
化
に
関
す
る

請
願

不
採
択

V
一目同
校
入
試
に
当
た
っ
て
の
内
申
盆
の

作
成
に
関
す
る
請
願

不
採
択

V
北
部
図
書
館
の
改
築
に
関
す
る
際
情

不
採
択

環
続
消
防
賓
員
会

(所
管
H
環
縫
衛
生
局
、

鴻
締
局
‘
消
防

局
、
水
道
局
}

一
般
会
計
循
正
予
算
議
案
一
件
、
霧

照
一
件
、
際
情
一
件
を
審
査
し
、
チ
ャ

レ
ン
ジ

・
ザ

・
部
川

・
ク
リ
ー
ン
プ
ラ

ン
爽
絡
事
鍛
の
水
質
浄
化
筋
鈴
股
窓
予

定
地
の
変
更
に
伴
う
処
理
能
力
や
既
総

働
浄
化
路
設
の
実
績
と
効
果
な
ど
に
つ

い
て
質
問
.
か
あ
り
ま
し
た
.

V
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
な
ど
先
綴
妓

術
を
駆
使
し
た
工
怨
や
研
究
所
の
立
地

に
対
し
て
の
安
全
性
を
采
め
る
条
例
等

制
定
に
関
す
る
蹴
願

探
択
滋
付

な
お
、
十
月
六
日
に
も
雲
良
会
と
協

議
会
が
閃
か
れ
、
継
続
審
査
中
の
バ
イ

オ
研
究
所
に
つ
い
て
の
請
願

・
陳
情
に

関
し
、
関
係
者
な
ど
か
ら
意
見
務
取
を

行
い
ま
し
た
。

経
済
恕
訟
蚤
員
会

(所
管
H
経
済
祭
政
局
、
建
段
局
な
ど
)

一
般
会
計
陥
正
予
算
、
震
出
員
集
活
排

水
務
総
特
別
会
計
補
正
予
箆
な
と、

続

案
四
件
、
請
願

一
件
を
審
査
し、

蔵
川

•••••••.•••• 

都
市
小
河
川
改
修
工
事
委
託
契
約
の
委

託
金
額
の
変
更
理
由
や
中
小
企
業
資
金

融
資
事
業
な
ど
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り

ま
し
た
。

V
市
営
住
宅
家
賃
鑓
上
げ
反
対
に
関
す

る
鶴
田開

不
探
択

な
お
、
十
月
四
日
に
も揖
首長
会
.か
弱

か
れ
、
市
営
住
宅
の
高
層
透
て
笛
え
や

信
上
公
共
賃
貸
住
宅
な
ど
に
つ
い
て
の

認
蓋
や
現
地
役
骨
拐
を
行
い
ま
し
た
。

錦
市
下
水
餐
員
会

(所
管

n
都
市
局
、
下
水
道
局
)

都
市
計
画
土
地
区
画
妥
湿
原
議
符
別

会
計
矯
正
予
鋭
、
下
水
道
事
級
会
計
繍

正
予
算
な
ど
、
誠
実
三
件
を
審
査
し、

また、磁会運

営5委員会は、定

例会や~~時金の

会期の決定や議

事自程 ・級事の

遂行などをts話

する委員会です。

A邑E

習煩踊鼠煩悶劇底調鼠益~
t陣函函函函闘を罰爾図降

豊里 一竺一一一ー-き竪

集
中
豪
雨
や
輔
副
川
の
溢
水
に
対
応
可
能

な
総
設
霊
備
な
ど
に
つ
い
て
質
問
が
あ

り
ま
し
た
・

E会川都市小河川l改修工事

特
別
委
員
会

g

大輔岬
市
税
制
財
政
側制
度
踊
査
特
別
袋
員
会

十
月
五
日
に
聞
か
れ
、
平
成
六
年
度

固
の
予
算
編
成
に
惜
別
す
る
政
党
別
要
望

運
動
の
た
め
の
、
本
市
の
題
点
要
望
事

項
に
つ
い
て
儲
議
し
ま
し
た
。

廃
潔
物
処
理
問
題
対
策
特
別
受
員
会

十
月
七
日
に
閃
か
れ
、
五
分
別
収
集

の
袋
綴
と
問
怨
点
・

改開問
点
や
窃
叫
組
系

ご
み
の
惜
間
出
実
織
な
ど
に
つ
い
て
調
査

し
ま
し
た
.

特別委員会

廃棄物処理問題対策
特別委員会....・ H ・.14人

大都市税財政制度調
査特別委員会…・・13人

t道会には、地方自治法により条例て・常任委員会と特別委

員会、そして説会運営受員会の三つの委員会を紋置するこ

とができます。

常任委員会は、常設の餐員会で、広範多岐にわたる多く

の案件を、適切に審鑓するために、議員は必ずーっの委員

会に属し、所管する事務の間笠を行い、議案 ・5置願・ 陳情

などを審査します。

これに対して、特別妥員会は、必要により特別の添件を

E審査するために設けられる祭員会です。現在は、 ニつの特

別餐員会を設置しているほか、毎年、予算議祭(第 1回定

例会符}と決算議案(第3固定例会跨);を護憲するために、

特別委員会を設置しています。

常任委員会

総務委員会.. ..・ H ・.11人
民生教育委員会…11人
環涜消防委員会…11入
経済建設委員会…1，人
都市下水委員会… 12.人

誠会迎営委員会・・・13人

市2吉住宅 ・2宮町第 1!lilIG、h田園田--四ーーーーーーーーーー町田ノ
一
般
質
問

市
政
に
閲
す
る

一
般
質
問
が
、
十
二

月
十
目
、
十
三
日
、
十
四
日
の
三
日
間

に
八
人
の
館
員
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し

た
@
主
な
質
問
項
目
は
次
の
と
お
り
で

す
。

-
情
報
公
開
条
例
に
つ
い
て

シ
ン
ク
タ
ン
ク
に
つ
い
て

.
外
郭
団
体
に
つ
い
て

生
涯
学
留
に
つ
い
て

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
予
鱒
と

個
数
、
将
来
針
盛
和
ぬ
よ
ぴ
治
将
箆
岱

に
つ
い
て

公
民
館
の
予
算
と
個
数
お
よ
び
将
来

計
溺
に
つ
い
て

-
ス
ポ
ー
ツ
鍍
興
に
つ
い
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
虹
大
に
つ
い
て

.
環
焼
問
題
に
つ
い
て

消
防
の
総
合
指
令
情
線
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て

-
有
効
微
生
物
群

(
E
・
M
)間
以
術
と
そ

の
応
用
に
つ
い
て

J

沼
田
怖
行
政
に
つ
い
て

-
安
全
で
快
適
な
街
づ
く
り
に
つ
い
て

中
小
企
業
の
活
性
化
に
つ
い
て

-
市
の
木
、
花
、
鳥
に
つ
い
て

m時
訂
(]

本
会
開
酬
は
、
原
則
と
し
て
公
開
し
て

い
ま
す
の
で
、
ど
な
た
で
も
傍
聴
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

傍
聴
さ
れ
る
方
は
、
本
会
議
の
当

日
、
議
事
堂
練
一
階
の
受
付
で
、
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
.

平
成
六
年
第
一

固
定
例
会
は
二
月
二

十
四
日
か
ら
開
会
す
る
予
定
で
す
.

圏
直
問
団
園

皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す・

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
.

時
が
経
つ
の
は
鼎
い
も
の
で
、
昨
年
八

月
に
記
念
す
べ
き
例
刊
号
を
踊
刊
行
し
た
か

と
思
い
ま
し
た
ら
、

相
や
が
明
け
て
既
に
第

三
号
の
臨刊行
と
な
り
ま
し
た
・

不
安
も
萄
{
割
問
}
か
ら
成
(
犬
}
に
多
り
ま

し
た
が
、
い

つ
の
頃
か
中
凶
か
ら
干
支
が

伝
わ
っ
て
以
来
、
私
た
ち
の
生
活
に
入
り

込
ん
で
き
ま
し
た
。

-十
支
を
国
泌
曲
師
曲
川
で
引
書
ま
す
と

『.竹
刊
と
十
二
支
と
を
組
み
合
わ
せ
た
む

の
」
と
出
町
山
い
冷
す
い
本
4
.
押
支
出
十

下
{
恥
一
-
U
-附
-
rh

・
品川

・
己
・

出帆
・

哨
・
獄
・

偽
)
・
ヰ
一
号
(
伶

・
出

・
淵
・

卯
s

辰
・
巳
・
午
・
未

・
巾

・
芭
・
成

wr
}
と
の
配
合
に
な
り
ま
す
が
、
泌
を
で

は
卜
ニ
支
を
附
mmし
て
い
る
人
が
大
変
多

い
よ
う
で
す
・

相叫
が
市
総
会
に
も
・4
品十
六
人
中
、
凶
人

の
成
年
の
幅
削只
が
い
ま
す
.
ら
な
み
に

一

命
多
い
十
二
支
は
凶
で
八
人
、
次
に
禾
‘

丑、

巴
、
午
:
・
の
同
州
で
・
一
帯
少
令
い
の

は
反
の
二
人
で
し
た
。

年
頭
に
あ
た
り
ま
し
て
、
私
ど
も
発
行

員百負
会
は
、
出
抗
怠
む
新
た
に
、
よ
り
充
実

し
た
内
容
で
、

皆
同仰
に
却
し
ま
れ
る
隠
会

広
級
紙
と
す
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
努
力

い
た
し
ま
す
の
で
、
来島
小〈
ご
袋
説
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
・

ま
た
、
お
読
み
に
な
り
ま
し
て
.
お
気

付
き
の
ド白川
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
窓
口晶
、

ご
感
想
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い。

「ち
ぱ
市
議
会
だ
よ
り
」
発
行
委
員
会

巡
絡
先
端
叫
会
川
市務
局
調
覚
剤師

告
二
四
五

・
五
四
七
二

次号fちは司王話会だ

よリfね4Jでは、

平成 6年ml
固定例会の保

子をお知ら

せいたし

ます.
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